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PRESS RELEASE

実際に写真集に触れ、ページをめくれる展覧会！
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展覧会名：荒木経惟写真集展　アラーキー
会 期：2012年 3月 11日 ( 日 ) ‒ 7月 22日 ( 日 )
主 催：IZU PHOTO MUSEUM

「写真集こそが写真である。」
荒木経惟はその写真家人生において、これまで実に 400冊以上に及ぶ写真集を制作してきまし
た。これは世界的にも他に類を見ないことであり、写真集こそ写真家としての活動の核である
という荒木の信念と他の追随を許さないエネルギーに基づいたものです。また、「アナーキー
になりたくてアラーキーと名付けた」という荒木は、その最初期から過激なヌード写真を発表
するなど、常にセンセーショナルな話題をふりまき、世間の注目を集めてきました。大量の写
真集を途切れなく出版し続けながら、それまでカメラの背後に隠れていた撮影者の姿をもメ
ディアに露出することで、カメラマンでもアーティストでもない「写真家」と呼ばれる存在を
確立し、定着させました。このことは写真集をベースにした日本の写真文化を独自のものとし、
今日の世界的な評価にも繋がっています。
本展では荒木が電通勤務時代に制作したスクラップブックから最新刊にいたる 400冊以上の写
真集のほぼ全てを、来館者が直接手に取ることが出来るように展示いたします。書籍のデジタ
ル化が進む今日、紙やインクに触れ、臭いをかぎ、ページをめくるという体験を通して、通常
の写真展だけでは捉えがたい「アラーキー」の全貌に迫り、日本の写真文化や出版文化の独自
性を肌で感じる機会となれば幸いです。

＜展覧会の見所＞
■来館者が実際に写真集にさわれる
これまでに荒木経惟が制作してきたほぼすべての写真集に実際に触れながら写真家アラー
キーの半世紀にわたる歩みを体験することができます。

■貴重本はプロジェクターやモニターで
来館者が触れることができない貴重な写真集もいくつかありますが、それらはプロジェクター
やモニターなどによりページをめくるように体験することができます。

■「アラキネマ」全編上映
写真集製作の活動と平行して行われてきた、「アラキネマ」と呼ばれる写真映像作品を期間中
全作上映します。

■初期の幻の写真集『ゼロックス写真帖』も展示
1970年に私家版として限定70部のみ制作された、ゼロックスコピー機による伝説の写真集、
23巻（番外編含む）を展示します。

■最新の刊行書籍（本展カタログ、6月上旬刊行予定）に収録の新作プリントを展示
　

・・
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開館時間：3月=10:00 –17:00 ＊最終入館は閉館の 30分前まで

　　　　　4 –7月=10:00 –18:00

休 館 日：毎週水曜日　＊5/2(水 )は開館

入 館 料：大人 800円（700円）／高・大学生 400円（300円）／小・中学生無料
　　　　　＊(　　)内は、20名様以上の団体料金

お問合せ：〈電話〉055-989-8780

　　　　　〈公式ホームページ〉http://www.izuphoto-museum.jp

　　　　　〈住所〉〒411-0931静岡県長泉町東野クレマチスの丘 347-1　
アクセス：〈電車の場合〉JR東海道線「三島駅」下車、北口 3番乗り場発、無料シャトルバスあり。（所要時間 25分）
　　　　　〈お車の場合〉東名沼津 I.C.より伊豆縦貫道へ（無料区間）、長泉 I.C.出口右折、R246経由 7km

◎クレマチスの丘・ヴァンジ彫刻庭園美術館で開催の展覧会
「戸谷成雄　洞穴の記憶」[ –3/27(火 )]

「開館 10周年記念展　庭をめぐれば」[4/21(土 )–8/31(金 )]

◎IZU PHOTO MUSEUM次回展覧会予告
「松江泰治展」[7/29( 日 )–11月中旬・予定 ]

■トークイベント 2回開催！

1. オープニング対談
「なぜ写真集か？」
荒木経惟 × 倉石信乃（批評家）
3月 11日 (日 ) 14:30—16:00

2. 特別対談
「『荒木本！』のマンダラ宇宙」
荒木経惟 × 飯沢耕太郎（写真評論家）
6月 10日 (日 ) 14:30—16:00

会場：クレマチスの丘ホール（美術館より徒歩 2分）
受付：クレマチスの丘チケットセンター（当日 10:00より）
料金：無料（当日観覧券が必要です。）
定員：150名
参加方法：お電話にてお申し込みください。（Tel. 055-989-8780）

無料シャトルバス［三島駅 クレマチスの丘］時刻表
○行き［三島駅］北口（3番乗り場）発
時　　　　　　　9　   10　  11　  12　  13　  14　  15　  16　  17
　　平日　　　  40　 40　  40　  　  00　  00　  00　  00　  00
　　土・日・祝  40　 40　  40　  　  40　  40　  40　  40　 

○帰り［クレマチスガーデン］発　 　 
時　　　　　　　9　   10　  11　  12　  13　  14　  15　  16　  17
　　平日　　　  　 15　  15　  15　  35　  35　  35　  35　  20
　　土・日・祝  　　15　  15　  　  15　  15　  15　  15　  20

分

分

は御殿場線「裾野駅」経由のため所要時間は約 45分です。

*

*
*

倉石信乃（くらいし・しの）
1963年長野県生まれ。詩人、批評家。多摩美術大学芸術学科卒業。
1988～2007年横浜美術館学芸員として、「マン・レイ展」「ロバート・フランク展」
「菅木志雄展」「中平卓馬展」などを担当。著書に『ヌード写真の展開』［論文「日
付のあるヌード—荒木経惟について」収録］(共著、有隣堂 )、『反写真論』（オシ
リス）、『スナップショット—写真の輝き』［日本写真協会賞学芸賞受賞］（大修館
書店）など。現在、明治大学大学院准教授。

飯沢耕太郎（いいざわ・こうたろう）
1954年宮城県生まれ。写真評論家。日本大学芸術学部写真学科卒。筑波大学大学
院芸術学研究科（博士課程）修了。1990～94年季刊写真誌『デジャ＝ヴュ』編集
長。主な著書に『日本写真史を歩く』（ちくま学芸文庫）、『「写真時代」の時代！』
（白水社）、『私写真論』（筑摩書房）、『写真とことば』（集英社新書）、『荒木本！』（美
術出版社）、『写真を愉しむ』（岩波新書）、『写真的思考』（河出ブックス）、『深読み！
日本写真の超名作 100』（ピエ・ブックス）など。
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下記 2点の作品について画像資料（デジタルデータのみ）をご用意しております。
ご希望の場合は必要事項をご記入の上、FAXまたは Eメールにてお申し込みください。
※必要な画像資料にチェックを入れてください

                          

                        　 　　　　　                               

 

■貴媒体名　　　                                    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

■掲載号　　　　　　　　                 　　　　　　■発売日／放映日　　 　　　　年　　　月　　　日

■貴社名　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　■ご担当者様　　 　　　　　　　　　　　　　　　

■TEL　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　■FAX　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

■E-MAIL　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

■ご住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

■資料お届け期限　　　　　　年　　　月　　　日までにご希望

IZU PHOTO MUSEUM広報担当 ( 永原／奥山 ) 宛  

FAX: 055-989-8783／ E-mail: nagahara@clematis-no-oka.co.jp
〒411-0931静岡県長泉町東野クレマチスの丘 347−1　TEL. 055-989-8780
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